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岡 本 直 之
希土類元素Rと遷移金属甲でつくられる金属間化合物は,さまざまな磁性を示すことで知ら
れており,なかでも,M-MnによるR-Mn系金属間化合物は,その磁気構造が複雑であり,
Mnの磁気的状態が変化に富んでおり,非常に注目を集めている化合物の1つである｡
本研究では,R-R間の相互作用がMn-Mn間の相互作用に比べて非常に弱く,また,R-
Mn間が磁気的に結合していないといわれているRMn12を対象物に選び, その磁性を研究し
た｡
研究の手段としては,RMn12系の化合物の試料を作成し,その磁化測定, 交流帯磁率の測
定,55Mn核の核磁気共鳴吸収(NMR),.Feを添加した試料の57Fe核の メスバウアー効果
等の測定方法を用いてその磁性を調べた｡
RMn12は,正方晶ThMn12型構造をなしており,磁気的には,R-R間がキュリー 点Tcを
5K以下にもち,温度T<Tcで強磁性結合し,Mn-Mn間がネール点TNを100K 付近にも
ち, TくTNでnorlCOllinearな反強磁性結合をしていると報告されている｡
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